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9:58　開会
出席委員5名、委員外1名、会期1日
挨拶　　
【病院所管事務調査】　

病院事務長 挨拶及び新型コロナワクチン接種について
・挨拶とあわせてコロナの状況について説明。
　1月25日から別海病院にコロナ病床設置。
　本町における感染者は、年明けの1月6日に別海病院で発熱外来を受診された
町民の方1名が検査の結果、陽性と判明して以来、1月の後半から2月の1週目
にかけて急激に増加し、2月13日までに71名（うち町外2名）の感染者となった。
　ただし、この数字については保健所の所管であるとか、入ってくる情報、入ってこな
い情報もあるので参考としてとらえていただければと思う。
　感染の特徴としては、非常に感染力が強く、学校や家庭での感染拡大が見受け
られているが、その反面これまでのデルタ株と比較して重症化している患者の割合が
少ないとされている。
　別海病院の入院者は本日まで延べ3名となっており、大部分は自宅療養。
　また、今回別海高校で感染者が多く発生し、26名が感染した。
　高校は1月28日から2月6日まで休校したことにより、新規陽性者の数が減少し
2月7日から学校は再開している。
　2月13日現在の感染者は0名で、生徒家族が1名自宅療養中。
　このように町全体では新規陽性者については、減少の傾向が見受けられる。
　13日現在の感染者は、別海病院に入院している方が2名、釧路市内の医療機
関へ入院している方が1名、町内で自宅療養が8名の合計11名となっている。
　60名の方は既に自宅療養解除になっている。
　今後の対応として、本町においては減少しているが、中標津町では130名ほどの
自宅療養者がいる状況である。
　当院においても、感染拡大の抑制に努めるとともに、状況を適宜判断し関係機関
と連携しながら、コロナ対応を行っていく。
　また、別海病院でコロナ病床を設置したことにより、分娩については当面の間休止
しているので、皆様の御理解と御協力をお願いします。
・自宅療養での待機は何日間だったのか。
　感染者の家族はみなし陽性者として扱われるのか。

病院事務長 ・自宅療養機関については、保健所の指示によるもの。
　概ね7から10日間と聞いている。
　みなしの扱いについては、都度、保健所と連携して判断しており、今までみなしと
認定された方は2名。
・自宅療養中に物資の配送等の事業はやっているのか。

病院事務長 ・病院では行っていない。
　北海道の事業として希望される場合は、宅配されると聞いている。
　みなしの扱いについては、都度、保健所と連携して判断しており、今までみなしと
・道の制度であって町ではないのか

病院事務長 ・町では実施されていない。
　　(1)新型コロナワクチン接種について

三戸

委員 11番 瀧川

三戸

議長 西原
三戸

議長 西原
三戸

委員長 9番 今西

今西9番

会議経過　※所管毎に議事を行う事情等により議事番号が前後することがある。

委員長

委員長

会議に付した事件及び会議結果など
発言者

今西9番

委員長 9番 今西
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病院事務長 ・医療従事者、施設従事者・入居者、保育園、幼稚園職員も先行して実施。

　2月から一般高齢者の接種も開始する。
　結構疲弊はしているが、何とか皆で協力して、役場と連携して町民の方にスムー
ズなワクチン接種を実施したいと考えている。
・以前、患者と病院の間でいろいろ問題があったと新聞報道でも出ていたが、別海
町の病院の中ではそういうことはないのか。

病院事務長 ・表だったトラブルはない。
10:15　休憩
10:23　再開
【福祉部所管事務調査】　

福祉部長 挨拶及び概要説明
・2月2日から2回接種を完了された65歳以上の方から順に接種券を発送。
2月9日現在1,886名に発送している。

　　(1)新型コロナワクチン接種について
・資料により説明
　1回目接種 12,384人 91.5%、2回目 12,310人 90.9%、3回目接種 
896人 7.1%（医療従事者、施設従事者・入居者）。
　全国 1回目 80.1%、2回目 78.8%、3回目 7.2%
　全道 1回目 80.7%、2回目 79.4%、3回目 6.4%

　質疑
・集団接種の時間帯は。
　交通手段がない人の対応は。
・平日の接種は16時から17時、土日は9時から16時。
　交通手段については、初回接種同様に土日のみ無料バス運行。
・ワクチンの種類を選べると聞いていたが、隔週でワクチンを決めているということは、
選択できないということか。
・隔週でワクチンを決めているので、予約時にワクチンを選択して予約してもらう。
・予約する時に、自分の希望するワクチンがある週に選択できるということか。
・そのとおり。
・補足する。
　1日の中でワクチン自体を混在してしまうと、接種の量も違うので、間違いが起こ
らないように1週間ごとで区切っていくということで体制を整えている。
・5月末までに完了予定だが、ワクチン供給の見通しは問題ないということか。
・国から供給計画が示されており、計画どおりであれば5月末までに完了できる。
・ほかに質疑あるか。
・なし。

　　(2)精神保健対策(自殺予防)について
・資料により説明。

　質疑
・ＳＯＳの出し方教育講演会はだれがやっているのか。
　自死遺族への働きかけは。
・ＳＯＳの出し方教育については、モデル事業の一環として実施しており、今は、道
の道立精神保健福祉センターの医師が担当している。
　モデル事業を実施している間は、道立の精神保健福祉センターの医師に担当し
ていただくことになっている。

福祉部長 今野

佐伯

委員 11番 瀧川

委員長 9番 今西
副委員長 5番 外山

委員長 9番 今西

保健課長 干場

三戸

委員長 9番 今西

三戸

委員 11番 瀧川

保健課長 干場

委員長
委員長 9番 今西

委員 一同

主任臨床心理士

主任臨床心理士

委員長 9番 今西

委員長 9番 今西

保健課長 干場

保健課長 干場

委員長 9番 今西
佐伯

委員長 9番 今西

9番

今野

干場

今西

委員長 9番 今西
保健課長
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　モデル事業終わってからどうするかというのは今話し合っている。
　自死遺族の対策については、現在、近隣では帯広や網走で自死遺族の会を実
施しており、そういった機会についてゲートキーパー研修会の最後に紹介をしている。
　また、チラシ、新聞折り込み等を通して、自死遺族の会についての情報を発信し
ている。
　今後、自殺遺族を対象とした親族に関する講演会などを中標津保健所を中心
に開催していただきながら、そういった人たちが顔を合わせる機会をもちまして、分か
ち合いの会なんかをやっていけたらいいのではないかという提案を道の方にしていると
ころである。
・現時点では特にこういう働きをしていなかったということでよろしいか。
・自死遺族に特化した働きかけはしていないが、私どもの心の健康相談や保健師の
健康相談などで自死遺族からその悩みについて報告を受けることがありまして、そうい
った事業を通して相談には応じているところ。
・ほかに質疑あるか。
・なし。

　　(3)総合的な健康づくり(特定健診)支援について
・資料により説明。

　質疑
・今後の受診率向上には、今まで以上に啓蒙に関する取組が必要かなと思うが。
・今までやったやり方でどこまで受診率を上げていけるかっていうところは確かにあると
思う。
　それで、令和3年度から実施している国保連との特定健診受診率向上事業に
おいて、健診のときの問診表の中身によってＡＩが四つのタイプに対象者を分類し
その方たちに効果的なメッセージの内容が提示されたはがきを通知するなど、受診
率向上に向け取り組んでいる。
　ただ、一方的な通知だけでは厳しいところがるので、保健師の訪問や電話などに
より、効果的に取り組んでいく。
・ほかに質疑あるか。
・なし。

　　(4)地域福祉計画策定状況について
・昨年7月の常任委員会で計画の概要とスケジュールを説明させていただいたが、
その後4回の庁内検討会議と3回の地域福祉計画策定委員会を開催し、素案
が完成した。
　1月25日から2月23日までパブリックコメントを実施している。
　また、内容については今月28日に開催される全員協議会において、議員の皆様
に説明する予定。
　内容については、主査から説明させる。
・資料により説明。

　質疑
・わかりやすいように施策の利用条件を加えたらいかがか。
・ご意見としてお受けする。
　いろんな制度があるが、具体的な条件を一つづつ掲載するのは難しい。
　策定委員会や庁内検討委員会の中で検討したい。
・事業名は書いているが、具体的にどのような事業でどこに繋がるのかわかりづらい
気がするが、どういう風に見ていけばいいのかその辺の考え方は。

福祉課主査 澤田

委員 一同
委員長 9番 今西
福祉課長 干場

委員長 9番 今西

委員長 9番 今西
委員長 9番 今西
保健課主任 前道

委員長 9番 今西

保健課主任

副委員長 5番 外山
佐伯

副委員長 5番 外山
福祉課長

議長 西原

干場

委員 一同

前道

主任臨床心理士

委員長 9番 今西

委員長 9番 今西
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福祉課主査 ・計画には具体的な取組を記載しており、実際にその取組を行う上で活用できる制

度の詳しい内容を知りたいと時の相談先として福祉課の連絡先を載せている。
　ＱRコードとURLも掲載しており、別海町のHPに飛ぶように作っているので、事業の
詳細を知りたい方はそちらから調べていただいて、福祉課に問い合わせをしていただく
ような構成で作成している。
・今年度中に計画は完成するのか。
・最終的には3月末には完成する予定。
・この計画に基づいて事業計画を進めていくのか。
・この計画は、総合計画と各種個別計画の中間にある計画となる。
　各種事業については個々の計画それぞれにおいて計画を推進していく。
・ほかに質疑あるか。
・なし。

　　その他(し尿処理証紙の廃止について)
・資料により説明。
・補足
　説明の中で、3月定例会において条例の一部改正の議案を提出する予定と説
明したが、あわせて廃棄物の処理及び清掃に関する条例の規定についても見直す
予定があるので申し添える。

　質疑
・なし。
・１点ご報告させていただく。
　東圏域における高齢者介護施設の公募の関係ですが、来年度広報することとし
て現在準備を進めている。
　3月定例会に令和4年度予算として計上したいと考えているのでご報告する。

閉会挨拶
11:44　閉会

委員 一同

委員長 9番 今西

委員長 9番 今西

干場

干場

澤田

委員長

福祉課長

9番
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今西

今西

委員長 9番 今西

町民課長 皆川

委員 一同
委員長 9番

町民課主査 木幡

委員長 9番 今西

福祉部長 今野

福祉課長


